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Ⅰ． 研究の目的
幼稚園など保育の現場では、子どもの歌は必須の
レパートリーである。学生は現場で役立てるために子
どもの歌の練習に取り組むが、バイエル１００番程度を
なんとか弾けるようになっても、学んだテクニックを応用
して子どもの歌を弾きこなす者は少ない。大学に入学
して初めてピアノに触れる未経験者が増加の傾向に
あるためか、楽譜を読むのにかなりの時間と労力がか
かってしまうのが現状である。表１（１）は本学の児童
教育学科の学生の演奏レベルを示すものであるが、
年々演奏力の低下がみられる。
この状態を改善するためには、どうしたらよいのだろ
うか。筆者の指導経験の中で学生の読譜の過程を
見ていると、音読み（２）・リズム・指づかい（以下運指）
の３点でつまずいている学生が多いように見うけられ
た。音読みについてはドリルなどによっての補いが考
えられ、リズムについては頻出パターンのリズム打ちを
練習させることで、多少の改善が考えられるだろう。
そこで筆者は「運指」について注目した。竹内（２０
０６）が述べているように、初歩の段階において学生は
総じて「習熟が浅いため、１０本の指を上手に使い分
けることができず、弱い指を避けて自分にとって都合
の良い指を優先しているために、音楽の流れが損な
われてしまう（３）」傾向にある。音楽の流れを損なわな
いためには、初歩の段階で楽譜に記入された運指番
号に従って練習し、基礎的・合理的な運指をいくつか
経験し学んでいく必要がある。基礎をふまえた上で多
くの曲を演奏し、各個人に合ったものを選択していく
のが運指の一般的な習得法となっている。左手伴奏
においては簡易伴奏に見られるⅠ（ドミソ）・Ⅳ（ドファ
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表１ 平成１０年から平成２０年前期までの
音楽（器楽）のレベル
ラ）・Ⅴ（シレソ）（４）といった和音を演奏する際の手の
構え（以下ポジション（５））が他の曲にも応用できるが、
右手旋律においては曲それぞれに運指が提示される
のみであった。
一般的に子どもの歌の楽譜には、運指番号が記入
されていないものが多い。運指番号が記入されてい
ない楽譜を使用する場合、指導者が学生の様子をみ
て運指を提案することが多いが、レッスンを受けるまで
は学生自身の工夫によって運指を考え練習すること
となる。したがって、初歩者の場合は運指について考
えることなく弾き始めることが、曲を弾きこなすまでに時
間がかかる原因の一つと考えられる。自分一人で演
奏を楽しむ場合と異なり、保育の現場ではピアノ伴奏
をしながら、子どもたちの様子をみたり声を合わせて歌
うことが求められる。自分の指を見つめたままで演奏
できる状況ではない。最終的には子どもの歌を弾き歌
いすることを念頭に置き、音楽的表現以前にミスタッチ
や弾き直しの原因の一つであるポジションについて考
慮した運指を選択することが弾きやすさに繋がるので
はないだろうか。子どもの歌におけるピアノ伴奏の運
指についてはその旋律のまとまりや歌詞に沿った運指
を求める向きもあろうが、演奏経験が浅い者の場合は、
特に音楽の流れを損なわない手のポジションという技
術的なものを優先すべきであろう。曲想や歌詞に沿う
演奏とは、運指とは別に各指の強弱のコントロールに
委ねられると筆者は考えるからである。
【伴奏タイプについて】
子どもの歌の伴奏は様々なタイプのものが現場で採
用されている。その代表的なものを次に挙げる（６）。
①　旋律型伴奏（譜例１）
ピアノ伴奏に主旋律が表れていて、どのような歌
なのかすぐにわかるもの（７）。
②　独立型伴奏（譜例２）
ピアノ伴奏部分に歌の旋律が表れていないの
で、伴奏部分を弾いただけではどのような旋律かわ
からないことがある。
③　混合型伴奏（譜例３）
旋律型伴奏と独立型伴奏を混用する伴奏型。
歌と同じ旋律が現れる箇所と現れない箇所がある。
以上の伴奏タイプのうち、筆者は「①旋律型伴奏」
に着目した。それは、歌と同じ旋律を右手で演奏する
ため子どもに歌唱指導をする際に便利だということに
加え、筆者の指導経験では保育の現場で多く使用さ
れていたのが旋律型伴奏だったからである。右手旋
律を効率よく習得できれば、学生は弾き歌いや曲想を
身につけるために時間を費やすことができる。
【運指パターンについて】
ポジション替えの少ない運指を優先するという考え
のもと、本学で使用している旋律型伴奏の教材「新版
和音伴奏による幼児のうた１００曲（８）」よりハ長調の
曲を中心に筆者が運指番号を提案した（９）ところ、い
くつかの運指・ポジションに関するパターンが認められ
た。
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譜例１
譜例２
譜例３
＜運指に関するもの＞
①　指くぐり
運指パターンとして、代表的なものはハ調長音階
における「ミ―ファ」間の第３指→第１指間の指くぐ
りである（譜例４）。第１指が第３指の下をくぐって高
音域に移動する（譜例５）。
②　指返し
指くぐりとは逆に、下行型の旋律で第１指の上方
を別の指が乗り越えそれまでの旋律より低い音域に
移動する。指またぎともいう（譜例６）。
＜ポジションに関するもの＞
①　基本ポジション
第１指から第５指の音程が５度で、５本の指が１
指１鍵盤に対応している手の状態（１０）（譜例７）。
②　同音連打の際の置き換え
同じ音が連続している間にポジションをかえるた
めに、指を置き換える（譜例８）。
③ 「ミソラド＝１２３５」ポジション
ミソラドの音に第１－２－３－５指を配置するポジショ
ン（写真１）（譜例９）。
【仮説「ミソラド＝１２３５ポジション」の有効性】
初歩者の学生ほど、鍵盤上で弾くべき場所を探し
迷う姿がよく見られる。そのような学生にとっては弾け
るようになるまでかなりの時間がかかり、効率の悪い練
習をしてしまうことになる。
学生が「弾ける」と手ごたえを感じ、練習に積極的
になれる効果的な方法を筆者が模索していくうちに、
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譜例７
譜例８
譜例９
写真１
譜例４
譜例５
譜例６
運指パターンの＜ポジションに関するもの＞より「ミソラ
ド＝１２３５ポジション」（以下Ｅ－Ｐｏｓ．と表記） が上
達への鍵となるのではないかと思うようになった。以前
このＥ－Ｐｏｓ．に関して、学生と次のようなやりとりがあ
った。就職試験に向け子どもの歌を短期間で準備し
なくてはならなかった学生に相談を受け、筆者はこの
ポジションを利用して指導を行った。すると学生は「夕
やけこやけ」と「とんぼのめがね」の右手旋律を短時
間で弾くことができた。学生は驚きつつ喜び、Ｅ－Ｐｏｓ．
で弾ける他の曲があれば教えて欲しいと希望してき
た。加えてそれ以降学生の練習する姿勢が大きく変
わったのである。
このようなことから、筆者は右手ポジションの重要性
について意識することとなり、指導に取り入れてきた。
本研究ではこの右手ポジションに着目し、右手旋律に
おける運指パターンを提示し活用させることが学生に
とって読譜をする際の有効な援助になりえるのではな
いか、また学生の運指傾向を探り、この指導がどのよ
うな効果をもたらすかを検討していく。
Ⅱ． 研究方法
１． 調査対象
東京女子体育短期大学児童教育学科２年生３０
名
２． 調査期間
平成２０年４月～５月
３． 調査内容
（１） 「おかえりのうた」運指調査
「おかえりのうた」の中で学生の多くがミスタッチ
しやすい第５～８小節をどのような運指で演奏して
いるかを楽譜に記入させたり、筆者が書きとったりし
た。
（２） アンケート調査
質問１ 今まで指づかいについてどのように意識
してきたか（複数回答可）
①　気にしていなかった
②　書いてあれば気にする
③　先生に聞く
④　自分で考える
質問２ ミソラドポジションを知ってどう思うか
（どれかを選択）
①　使ってみようと思う
②　部分的に取り入れたい
③ できるか不安・大変そう
④　使わない
質問３ その他自由記述
Ⅲ．ミソラドポジションについて
ミソラドポジション（Ｅ－Ｐｏｓ．）とはどのようなものか、
活用の具体例を次に示す。
【基本位置】
譜例１０では┌─┐示した部分が、Ｅ－Ｐｏｓ．を利用
できる旋律である（以下譜例上でＥ－Ｐｏｓ．を使用でき
る部分は┌─┐で表示）。この曲では１２小節中９小
節をＥ－Ｐｏｓ．で演奏することができる。Ｅ－Ｐｏｓ．以外
のド～ミの音域では第１～３指の指を順次使用する
か、第１・２指を交互に使用して演奏する。
【変形１】第４指の使用
すべての子どもの歌が「ミソラド」のみで成り立って
いるわけではない。しかし「ミソラド＝１２３５」を基本位
置と認識した上で少し変形させれば、多くの子どもの
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譜例１０
歌に対応させることができる。
譜例１１では８小節の旋律中４小節をＥ－Ｐｏｓ．を利
用できるが、第８小節目で変形のポジションとなる。基
本位置の例では「ミソラド」以外の音の登場はなかっ
たが、ここではシの音が登場し、第４指で演奏する。こ
の音はＥ－Ｐｏｓ．のままで演奏できる。
【変形２】ドより高い音の場合
高音の「ド」以上に旋律がある場合も多い。譜例１
２では、第５小節目をＥ－Ｐｏｓ．で演奏できる。しかし
Ｅ－Ｐｏｓ．の運指では第６小節目に登場する「レ」や、
第７小節目にある「ミ」を演奏できない。そこで第６小
節目の最初の「ド」を４で演奏すると、旋律の最後まで
なめらかに演奏することができる。
【変形３】ポジションを変えないままの移動
【変形４】第１指を縮める
譜例１３では、第４小節目までＥ－Ｐｏｓ．の変形１で演
奏することができる。
この曲での変化は次の２点である。
①　第５目小節目からはＥ－Ｐｏｓ．の各指の間隔を保
ったまま全体的に１音下にスライドさせ、レファソシに
第１－２－３－５指を配置するポジションとなる。→変
形３
②　第８小節目のミの音はＥ－Ｐｏｓ．の変形３の状態
から第１指を１音分縮めて演奏する。→変形４
このように、基本位置だけでなく変形も含めた場合、
多くの子どもの歌にＥ－Ｐｏｓ．の活用例を見出すことが
できる。本学の教材（８）に収められている１００曲中で
は２０曲がＥ－Ｐｏｓ．を全体・または部分的に利用して
演奏することができる。
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譜例１１
譜例１３
譜例１２
表２
【ヨナ抜き音階との関連】
子どもの歌の運指について、三宅・岩口（１９９７）は
次のように述べている。「運指法の選択は、スケール・
和音・アルペジオ等が基本とされてきたが、これらの技
法は必ずしも幼児歌曲の旋律を弾く際の応用になる
とは限らない。なぜなら幼児歌曲には、わらべうた音階
やヨナ抜き音階（１１）などが多用されており、どの指間を
広げるにしても指くぐりをさせるにしても和音やスケー
ル（筆者注：音階）などの規則通りにあてはまらないか
らである。」（１２）
ハ長調の作品の場合、運指の基本となるのは音階
で学ぶ運指である。
１オクターブのうち、ドレミを低音域、ファソラを中音
域、ラシドを高音域とした場合、ハ調長音階ではファの
音に１の指を配置することによって中音域から高音域
にかけて「ファソラシド＝１２３４５」という基本ポジション
（１３）に移動するが、ヨナ抜き音階で作曲された作品は、
中～高音域に手を運ぶきっかけとなる「ファ」音がなく
「ドレミソ」という音列が登場する（譜例１４）。
柔軟性のある学生はソの音を１の指で演奏するこ
ともあるが、初歩者にとってそれは難易度が高く、ミス
をひきおこしやすい。
ヨナ抜き音階で作られた子どもの歌が多いことが弾
きにくさの原因の一つであると三宅・岩口は述べてい
るが、Ｅ－Ｐｏｓ．を利用した場合では、旋律構造がヨナ
抜き音階に基づいて作られた子どもの歌こそが弾きや
すさの要因となっている（「赤鼻のトナカイ」のように、ヨ
ナ抜き音階とは関係ない例もある）。
Ⅳ． 結果と考察
１． 「おかえりのうた」における学生の運指傾向
「おかえりのうた」から、Ｅ－Ｐｏｓ．を利用できる第５
～８小節目（譜例１５）を取り出して運指調査を行った。
（譜例１５には運指番号が記入してあるが、学生は運
指番号のない楽譜で演奏した。）
調査の結果、Ｅ－Ｐｏｓ．を選択した学生は３０名中５
名（約１７％）であった。次に、学生がどのような運指を
選択して演奏しているかを調査するために第５小節
目、第６小節目、第７～８小節目に区切った運指をまと
めた。
①第５小節目「ドレミソ」は、低音域→中音域に向
かう音型、②第６小節目「ラソドラ」は中音域→高音
域に向かう音型、③第７～８小節目「ソソラソミレド」は
中音域→低音域に向かう音型となる。
①　第５小節目「ドレミソ」
この旋律の中では「ドレミ＝１２３」という運指が最も
用いられていた。この運指を選択した学生は全体の７
４％であり、Ｅ－Ｐｏｓ．の運指「ドレミ＝１２１」は２６％と、
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譜例１４
図１　第５小節目「ドレミソ」部分の運指
譜例１５
「ドレミ＝１２３」の半分以下であった。４拍目の音「ソ」
については安定した共通の運指がみつからず、全て
の指が使用されていた。
②　第６小節目「ラソドラ」
「３２５３」というＥ－Ｐｏｓ．と共通した運指が一番弾
きやすいという結果であった。興味深いのは、第５小
節目で５種類だった運指が第６小節目では８種類に
増えたことである。運指選択に迷いがみられる。しかし、
それぞれの運指にも部分的共通性があり、無意識に
最高音「ド」に第５指を配置する様子が読みとれる。
最高音「ド」に第５指を選択した学生は全体の９０％で
あった。「ラ」および「ソ」の音に対しては、多くの運指
が試みられていた。
③　第７～８小節目「ソソラソミレド」
中音域から低音域への移動である。第６小節目に
比べ運指のばらつきが減り、７種類となった。
この７種類の運指は主に「ソソラソ」の部分での違
いであり、「ミレド」については第５小節目の「ドレミ」同
様、第１指と第２指を交互に使用するか、「ミレド＝３２１」
で弾くパターンの二つに分かれている。しかし第５小
節目と大きく異なる点は、「１２３」「１２１」を選ぶ比率が
逆転していることである。第５小節目では「ドレミ＝１２
３」の運指を選択する学生が７４％（「ドレミ＝１２１」は
２６％）であったのに対し、第７－８小節目の下行形で
は、「ミレド＝１２１」が７０％（「ミレド＝３２１」は２３％）とな
っており、「ミレド」という下行音形では１－２－１という運
指が安定して好まれているのがわかった。
以上の運指調査から、ドレミでは第１－２－３指、高
音域のドでは第５指と、低音域と高音域に関しては手
の両端の指を配置する共通の運指傾向があることが
わかった。しかし中音域、特に「ソ」と「ラ」については
確定した運指がなく、低音域と高音域のつなぎとして
の運指に迷う学生の実態が見いだせた。また、運指
調査にあたって筆者が学生の演奏を観察したところ、
中音域から低音域に向かう下行音型を演奏する時よ
りも、低音域から中音域に向かう上行音型を演奏す
る際の方が学生に迷いや弾き直しが多く見られた。
２． 「指づかいについて」アンケートより
Ｅ－Ｐｏｓ．の説明と、そのポジションを利用して演奏
できる子どもの歌についての説明をした後のアンケー
トである。
質問１「今まで指づかいについてどのように意識し
てきたか」（複数回答）では多くの学生が気にしてい
なかったと答えた。「先生に聞く」と答えた学生の中に
は、「最初に質問してから練習を始める」という能動的
なタイプと、「レッスンで先生に直されるのを待つ」とい
った受動的なタイプに分かれた。「自分で考える」とい
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図２　第６小節目「ラソドラ」部分の運指
図３　第７ー８小節目「ソソラソミレド」部分の
運指
図４　指づかいについてのアンケート・質問１
（複数解答・実数）
う学生のほとんどは、ピアノや電子オルガンの経験者
であった。
質問２「ミソラドポジションを知ってどう思うか」では
「①使ってみようと思う」「②部分的に取り入れたい」
を合計すると約８４％となり、学生に好意的に受け入れ
られたことになる。②部分的に取り入れたい」という学
生の中には、ある程度の経験者が該当し、「上行形の
メロディーはこのポジションを使うが下行形では、ミを第
３指で弾きたい」といったような取り入れ方をしていた。
ある程度のピアノ経験者においては、元来どのような
運指であっても自由に弾ける能力があったが、提案し
た運指パターンを取り込み、うまく利用するようになった。
「③できるか不安」という意見の学生は、ピアノを弾くの
は片手が精一杯、という苦手なタイプと、能力はあるが
「できるだろうか」と不安に感じるタイプであった。前者
は「もう自分の指づかいで弾いてしまっているので、直
せないかもしれないが、まだ弾いていない曲について
は取り入れたい」とのことであった。根付いてしまった
運指を強制的に変更させることは学生にとって負担と
なるので、このようなケースでは実用には至らず、提案
にとどまった。
「④使わない」を選択した学生はいなかった。
質問２に続く自由記述では「面白い」「絶対覚えて
使いたい」「曲が２つのポジションで弾けると思うと楽
になった」「手の移動が少ないのがいいと思う」などの
意見があがった。ピアノが苦手な学生にとってはＥ－Ｐ
ｏｓ．を覚えてしまい、あとは自由でいいという部分が
「すべて守らねばならない」といった義務感がなく、一
音一音場所を探していた苦労が軽減されるという安
堵があったようである。この運指パターンに応用を加え
ることでいくつかの曲を把握できることを知り、「身につ
けたい」という意見が多く見られた。
３． 「ミ＝１」の運指の役割
「弾きにくい」と感じる要因は、ハ長調の音階で身
につけた「ミ＝３」の運指にとらわれているからではな
いだろうか。Ｅ－Ｐｏｓ．では、ヨナ抜き音階で作られた旋
律の中音域～高音域にかけて自由に動くために「ミ
の音を１の指で弾くこと」がハ長調の音階運指と大き
く異なる点であり、それが重要な役割を果たしている。
「ミソラド」すべての音が含まれていない場合でも、
「ミ＝１」という運指は役立つことが多く、Ｅ－Ｐｏｓ．の部
分的利用法として筆者は学生にすすめている。
４． 名付けることによる効果
『ミソラドポジション』という名前により、右手の一定
のポジションが、学生と筆者の間の共通認識として存
在することは、調査後のレッスンにおいても大きな助け
となっている。レッスンで学生が無秩序に弾いている
際にこの名称で指示することにより修正がはやく済む
効果があった。加えて、ポジションとしてまとめて音列を
捉える意識が見られ始めた。
Ⅴ．まとめ
ここで、子どもの歌の弾き歌いにおいてＥ－Ｐｏｓ．を
捉えることはどのような有効性が認められるかについ
てまとめてみたい。
１． 「ミ＝１」の運指効果
ヨナ抜き音階を使用している子どもの歌を学生が
演奏する際に、中音域～高音域における運指として
効果的であった。特に「ミ＝１」の運指が、中音域にお
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図５　指づかいについてのアンケート・質問２
表３　学生の自由記述
ける学生の運指の迷いを解消する役割を果たしてい
ることがわかった。
２． 名づけ効果
無数にあるように見える運指の中で『ミソラドポジシ
ョン』と名付けて提示することにより指導者と学生間
の共通認識となり、読譜をする際の援助システムの一
つとなりえた。また、音列を捉える意識が持てるように
なった。このことは、ひいてはフレーズ感の獲得につな
がるものと考えられる。
３．ポジションのキープ
１音１音弾いては手の形を崩して、続く音型に対応
できなかった学生には、Ｅ－Ｐｏｓ．を提示したことによっ
てポジションをキープして演奏することの重要性を認
識し始めることとなった。
Ⅵ． 今後の課題
今回の調査によって、学生の運指傾向をうかがい
知ることができた。最も弾きやすい運指方法は、個人
差がある。しかしピアノ経験の浅い学生においては部
分的な弾きやすさが、その先のフレーズにわたって演
奏する場合には合理的でないことも多い。運指パター
ンに名前を付け、学生が自主的に運指を考える手が
かりを与えたという意味でミソラドポジションの意識獲
得は有効であったといえよう。
本研究はハ長調の右手旋律を中心としたポジショ
ンについての調査研究であったが、今後は他の調に
も目を向け、さらに有効な運指・ポジションが認められ
ないか研究を深めていきたい。
付記
本研究は、全国大学音楽教育学会第２４回大会口
頭発表の内容を加筆修正したものである。
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